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Study on mechanism for the determination of left-right asymmetry  
mediated by cilia in sea urchin embryo 
（ウニ胚における繊毛を介した左右非相称性決定機構の研究） 
 


















ると左右に一対の体腔のうが形成されるが、後期 8 腕プルテウス幼生（受精後約 1 ヶ月）
になるとほぼすべての個体で右側の体腔のうが退縮し、左側のみが成体原基を形成して
成体へと発生していく。このようなバフンウニの左右非相称性の決定は、胚表面に存在
する H+/K+-ATPase イオンポンプによる膜電位の変化と(Hibino et al.,2006)、その下流





















































Dillapiol isoxazoline derivative 1 (DID1)という薬剤を用いて繊毛の阻害を行っ
た。バフンウニ胚を受精後 24 時間、DID1 処理して繊毛の形成を阻害すると、約 30%の
個体で右側または両側に成体原基が形成された。そこで、胚の右側に発現して左右非相
称性の制御に関わる遺伝子である Nodal と Lefty の発現を解析したところ、約 90%の
DID1 処理胚で両遺伝子の発現は大きく減少し、発現の非相称性が消失していることが
明らかになった。また、DID1 処理時間を変えることにより、繊毛を介した左右非相称


















(Kozminski et al., 1993)。本研究では、多様に存在する IFT 遺伝子の中でもマウスの
左右非相称性の決定に関与する繊毛の形成を制御している IFT88 遺伝子 （Huangfu et 
al., 2003）に着目し、そのバフンウニホモログの同定を試みた。その結果、バフンウ
ニ胚にも IFT88 遺伝子は存在し、その配列はマウス、ゼブラフィッシュなどとよく保存
されていることが明らかになった。さらに発生段階における IFT88 遺伝子の発現パター
ンを解析したところ、繊毛が形成される胞胚期や原腸胚期で高く発現していることが明
らかになった。以上より、バフンウニ胚においても IFT88 遺伝子が繊毛の形成を制御し
ていることが示唆された。今回同定された IFT88 のバフンウニホモログが左右非相称性
を決定する繊毛の形成に関与しているかは明らかではないが、今後の詳細な解析により
繊毛を介した左右非相称性決定の分子機構が明らかになれば、左右非相称性決定機構の
進化の過程も明らかになると考えられる。 
 
 
 
